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行い (任意 の サラ ー や サウ ム な ど ) と 、 旅行 者 が 定住 し て いた 時 に 常 
あたかも その 両者 が 今 で も その 行い を 行っ て いる か の よう に 記録 され 
アブ ー・ ム ふ ムー サー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 
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その こと を 尋ね まし た 。 す る と 、 彼 は こう 言っ た の で す :「 そ れ (サラ ー の 短縮 ) は 、 ア ッ 
ラー が あな た 方 に 対し て お 恵み に な られ た 1 つの サダ カ (施し ) で ある 。 ゆ え に そ の サダ 
カ を 受け 取る の だ 。」" 」( ム スリ ム の 伝承 ) 


⑯ サラ ー の 短縮 と ジャ ムッ に 関す る 法 的 見 解 : 
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E 抽 さ れ た 行為 ) で す 。 短縮 と は 具体 的 に 4 ラク ア の 礼拝 
アス ル 、 イ シャ ー の 3 つの サラ ー) を 2 ラク ア に 短縮 する と いう こと で 、 こ れ 
E せ ん 。 向 マグ リブ と ファ ジュ ル の 礼 





E は 決し て 短縮 され る こと 


FE に せよ 、 ジ ャ ム ゥ を すべ き 要 因 が 出現 し た ら ズ フル 
人 96 人 O 叶 


2 一 旅行 に 出 た ら 徒 歩 や 乗り 物 、 陸 路 や 海路 や 空路 な どの 手段 や 経路 を 間 わ ず 、4 ラ クア 


の サラ ー を 2 ラク ア に 短縮 する こと が スン ナ で す 。 そ し て 必要 な ら 、 旅 行 が 終了 する 時 ま 
で 時 間 帯 が 連続 し た 2 つの サラ ー を いずれ か の 時 間 帯 に 3 
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アー イシ ャ (彼女 に ブフ ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
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定住 中 の サラ ー が (4 ラク ア に ) 完遂 され た の で す 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ム ス リ 


れ た 時 に は 、 
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12 ヒー フ ・ ム スリ ム (686)。 
13 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1090) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (685)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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E を 2 ラク ア に 短縮 する と いう こと で す 。 ゆ え に マ グ ! 


E を 、 ど ちら か 一 方 の 礼 提 





E し た :「 サ ラー が ] 
































ム 、 づ 


ブ と ファ ジュ ル の 礼拝 








E と め て 行う こと が スン ナ な の で 


此 初 に 義務 付け ら 
F の サラ ー が その ま 





E の 形 で 





E の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと 。 























一 般 に 旅行 と 名 付け られ る も の に は 全て 、 旅行 の 特別 規定 - いり サラ ー の 短縮 、 ジャ ム 
00 ぷる こと 1 - が 適用 され ます 。 























@ 旅行 者 に は どの 時 点 か ら 旅 行 の 特別 規定 が 適用 され る か ? 



































旅行 者 は 自分 の 町 の 居住 地域 か ら 離 れ た 時 点 で 、 サ ラー の 短縮 と ジャ ムッ を 開始 し ます 。 
( 定 が ある わけ で は な く 、 常 識 に お いて 旅行 と 見 な され る も の 全て に 旅 
が 適用 され ます 。 
ゆ 日 た 後に 完全 な 形 の 居住 や 居留 を 意図 し な い 限 り 、 そ の 者 は 旅行 者 と 見 な 
され 、 自 分 の 町 に 帰る まで 旅行 の 特別 規定 が 適用 され ます 。 














































































































@⑯ 旅行 に お ける サラ ー の 短縮 は スン ナ で す 。 そし て 旅行 に ある 限り 常に サラ ー を 短縮 し 
す が 、 も し 短縮 せ ず に 完遂 し て し まっ て も サラ ー は 有効 と 見 な され ます 。 


Qr[ 
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@⑯ 定住 者 の イマ ー ム に 率い られ て 行う 旅行 者 の サラ ー : 


1 一 定住 者 の イマ ー ム に 率い られ て 旅行 者 が サラ ー す る 場合 、 イ マー ム に 従っ て それ を 完 
遂 し ます 。 一 方 定住 者 が 旅行 者 の イマ ー ム に 率い られ て サラ ー す る 場合 、 旅 行者 は 本 来 4 
ラク ア の サラ ー を 2 ラク ア に 短縮 し 、 定 住 者 は イマ ー ム の タス リー ム 15 の 後に 4 ラク ア ま で 
完遂 する こと が スン ナ で す 。 























ー 旅 行者 が 定住 者 の イマ ー ム と し て 本 来 4 ラク ア の サラ ー を 導く 場合 、2 ラク ア を 終了 
NR 
2 た 2 












































@ 旅行 中 の 任意 の サラ ー に 関す る 法 的 見 解 : 


旅行 中 は デ ッ ニ テニス ナン ・ デ ッ ニ テラ ー デ ィ フ スパ 6 を 行わ な が い の が スン ナ で す が 、 ダ タダ ハッ ジュ だ 
17 と ウイ ムク 48 、 フ ァ ジ ュ ル の 前 の 2 ラク ア は その 限り で は あり ませ ん 。 











一 方 旅行 中 で あれ 定住 中 で あれ 、 そ れ 以 外 の 任意 の サラ ー は いつ で も 行う こと が 出来 ま 
す 。 同 様 に ウド だ ゥ ー19 を し た 後 の ス ン ナ の 2 ラク ア や 、 タ ワー フ 20 の 後 の ス ン ナ の 2 ラク ア 、 

















14 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ハー ラ 」 の 章 の 「⑤ 靴 下 の 上 を 撫で る こと 」 の 項 を 参照 の こと 。 

15 訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 有 有 と た に 振り 向い て 挨拶 する こと 。 

16 訳者 注 : 推奨 され て いる 随意 の 礼拝 の こと 。 詳 し く は 「⑯ 任 意 の サラ ー」 の 項 を 参照 の こと 。 

17 駅 者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 普通 は 一 旦 寝 た 後に 、 そ の た め に 深夜 に 起き 上 が っ て する 礼拝 の こ 







































































18 訳者 注 :「 ウ ィ ト ル | と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う り の が スン ナ ・ ム アッ カ ダ (義務 で 

は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 。 

19 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 

位 の 洗浄 。 

20 訳者 注 :「 タ ワー フ 」 と は 、 ア ッ ラ ー を 崇拝 する た め に カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻る こと 
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ヒビ イヤ トム ・ ア ル テ マ スジ ド が 21、 だ ウラ ハ ー の サラ ー22 な ど 何 か 他 の 原因 に 関連 付け られ た サ 


ラー も 行う こと が 可能 で す 。 





@ 5 つの 義務 の サラ ー 後 に ズ ィ ク ル す る こと は 、 性 別 や 旅行 者 か 定住 者 で ある か な ど を 問 


6 お と かも 


@⑯ 常に 旅行 状態 に ある 者 に 関す る 法 的 規定 : 





中 
国 


飛行 機 の パイ ロッ ト や 車 の 運転 手 、 船 や 
行 の 特別 規定 - ① サ ラー の 短縮 、② ジ ャ ム 
で る こと - を 適用 する こと が 出来 ます 。 




















@⑯ 旅行 か ら 帰 っ た 時 に する こと : 











の 操縦 - 





上 な ど 常 に 旅行 状態 に ある 者 は 、 旅 
、③ サ ウム ( 斎 戒 ) の 解除 、④ 靴 下 の 上 を 失 


























旅行 か ら 帰 っ た ら ま ず モ スク に 寄り 、2 ラ クア の サラ ー を する こと が スン ナ で す 。 





@⑯ 旅行 に お ける サラ ー 短 縮 の 諸 規 定 : 








1 一 サラ ー の 短縮 を する か どう か は 時 間 で は な く 、 場 所 を その 判断 基準 に し ます 。 つ まり 




















合 、 そ れ を 短縮 し た 形 で 行い ます 。 


7【T 





























定住 中 に 義務 の サラ ー を する の を 忘れ 、 旅 行 に 出る まで それ を 思い 出さ な か っ た よう な 場 
た 定住 状態 に 入っ て か ら 旅 行 中 に や り 損 ね た 義務 の 
由 
































サラ ー を 行う 場合 は 、 定 住 者 の 規定 に 則っ て それ を 完遂 し ます 。 














2 一 定住 を 意図 し た わけ で は な く 拘 留 さ れ て し 

















も の の 何ら か の 用 事 ゆ え に あ る 一 定 の 場所 に 














巨 
「 コ 



































E っ た 旅行 者 や 、 完 全 な 定住 の 意図 は な い 
画 す る 必要 の ある 旅行 者 - つま り そ の 用 























を 果たし た 時 点 で 出発 出来 る も の の 、 そ れ が いつ 終わ る か 見 当 が つか な いよ うな 状態 に あ 
る 者 - は 、 そ の 滞在 期間 が いか に 長く な ろう と も サラ ー の 短縮 を 継続 する こと が 出来 ます 。 

















3 一 義務 の サラ ー 時 間 に 入 っ た 後に 旅行 に 昌 




















日 発 し た 場合 、 そ の サラ ー は 短縮 し ジャ ムッ を 





行い ます 。 ま た 旅行 中 に 義務 の サラ ー 時 間 に 入 り 、 そ の 後 定住 状態 に 入っ た 場合 、 そ の サ 
ラー は 定住 者 の 規定 に 従っ て 完遂 し 、 短 縮 や ジャ ムッ は 行い ませ ん 。 




















で 飛行 機 の 中 で の サラ ー : 














で お 


41 訳者 注 : モス ク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行う 2 ラク ア の + 





ら の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 











22 訳者 注 : 太陽 が 昇 っ て か ら 正 午前 まで に 行わ れる スン ナ の 礼拝 。 ラ クア 数 は 2、4、6, 8, 12 な ど 諸 説 





あり ます 。 
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飛行 機 の よう な 乗り 物 の 中 で サラ ー す る 場所 が な か っ た ら 、 そ の 場 で サラ ー し ます 。 そ 














し て キ ブ ラ の 方 角 に 向かい 、 ル クー ッ は 出来 る 範囲 の 身振り で 行う に 
座位 姿勢 は 椅子 に 座っ て 取り 、 サ ジ ダ も 同様 に 出来 る 範囲 の 身振り で 行う に 留め ます 。 















































人 @ 旅行 者 が マッ カ に 着い た ら : 








白 め ます 。 それから 








マッ カ で ある か その 他 の 場所 で ある か を 問わ ず 、 旅 行者 は 定住 者 の イマ ー ム に 率い られ 
た 場合 サラ ー を 完遂 し ます 。 そ し て 自ら が サラ ー を 率い る 場合 に は 短縮 し て 行う の が スン 
































po 
また 旅行 中 











ーー 



































こ 町 を 通り か か り 、 そ こ か ら ア ザー ン (礼拝 時 間 に 入 っ た こと を 告げ る 呼び 
か け ) や イカ ー マ (礼拝 開始 の 合図 ) が 聞こ えて きた 場合 、 そ し て も し その サラ ー を また 


や 








行っ て いな い 場 合 、 望 む な ら ば その 町 に 立ち 寄っ て サラ テラー トム ・ ア アルテ ジ ャ マー ズ ア (集団 礼 











拝 ) に 参加 し て も 良い で すし 、 あ る い は その まま 旅行 を 続け て も 良い で し ょ う 。 


@ 旅行 中 の アザ ー ン ( 札 拝 時 間 に 入っ た こと を 告げ る 呼び か け ) と イカ ー マ (礼拝 開始 の 


合図 ) : 


ズ フ ル と アス ル 、 あ る い は マグ リプ と イシ ャ ー を いずれ か の 時 間 帯 に 3 

















E と め て 行い た い 











場合 、 ア ザー ン と イカ ー マ を 唱え て 1 番目 の サラ ー を 行い ます 。 それから 再び イカ ー マ を 































































































@ 旅行 中 の サラ ー の ジャ ムッ と 短縮 の 仕方 : 














唱え 、2 番 目 の サ ラー を 行い ます 。 サ ラー トム ひ ・ ア ル テ ジ ャ マー ア で 行う の が 基本 で す が 、 も 
し 酷 寒 や 強風 、 雨 な ど に 晒さ れ た 場合 は 各自 その 場 で 行う よう に し 


旅行 者 は そう する 理由 が ある の な ら 、 ズ フル と アス ル 、 及 び マ グリ ブ と イシ ャ ー を い ず 











れ か の 時 間 帯 に まとめ て 、 あ る い は 2 つの 時 間 帯 の 中 間 に 、 各 





























いま す 。 


そし て 移動 中 で な い 場 合 、 ジ ャ ム ゥ する か し な いか は 本 人 の 裁量 に 人 











ちら で も より 楽 な 形 で 行い ます 。 











時 間 的 な 順番 に 沿っ て 行 


E ぜ らち れる の で 、 ど 


一 方 移動 中 の 場合 は 、 日 没後 で まだ (停留 状態 か ら ) 出発 する 前 で あれ ば 、 マ グリ プ ブ と 
イシ ャ ー を ジャ ムッ ゥ ・ タ ク デ ィ ー ム (この 場合 は マグ リブ の 時 間 帯 に 2 つま と め て 行う こ 
と ) の 形 で 行い 、 ま た 日 没 前 で あれ ば ジャ ムッ ゥ ・ タ アデ ヒール (この 場合 は イシ ャ ー の 時 間 





























管 本 2 つま ど ぬ めで 行う こと ) の 形 で 待 う の が スン ナチ で す 。 


ご ヴ 











、 


さ 上 





の 

















だ 
場合 は ズ フ ル の 時 間 帯 に 2 つま と め て 行う こと ) の 形 で 行い 、 





れ ば ジャ スム スッ み ゥ ・ タ アデ と ヒール (この 場合 は アス ル の 時 間 帯 に 2 つ 
行い ます 。 














出発 する 前 に 正午 を 過ぎ て いた ら 、 ズ フル と アス ル を ジャ ムウ み ・ タ ク デ ィ ー ム ( こ 
万 


E 午 前 に 出発 し て い 
まで 条 ゆ あり の 形 G 











1 一 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (旅行 の 際 ) 移動 中 で あれ ば ズ フ ル と アス ル 、 
及び マグ リブ と イシ ャ ー を まとめ た も の で し た 。」( ア ル テ ブ ハー リー の 伝承 23) 
































ウー リッ ベト ジャ マデ リク 0 仙 に 時 は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 正午 前 に 旅行 に 出発 し た ら 、 ズ フル を アス 
ル の 時 間 ま で 遅らせ 、 ど こ 2 
出発 する 前 に 正午 を 過ぎ た 場合 は 、 ズ フル を 行っ て か ら 乗 り 物 に 乗っ た も の で し た 。」( ア 
ルレ テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 2④) 

































































3 一 ム ア ー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
DB の の で 
ル を アス ル の 時 間 ま で 遅らせ 、 そ の 2 つ を まとめ て 行っ た も の で し た 。 ま た 正午 過ぎ に 出 
発する 時 に は ズ フ ル と アス ル を まとめ て 行い 、 そ れ か ら 出 発し た も の で し た 。 ま た 日 没 前 
に 出発 し た 際 に は マグ リブ を 遅らせ て イシ ャ ー と 一 緒 に 行い 、 日 没後 に 出発 し た 際 に は イ 
シャ ー を マグ リプ と 共に 早め て まとめ て 行っ た も の で し た 。( ア プー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テ 
ティ ルミ ズィー の 伝承 25) 




















































































































⑯ デジ ファ 26 と スズ ダリ ファ 27 に お ける サラ ー の 短縮 と ジャ ムッ : 





























ハッ ジ に 参加 する 者 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 行い に 則り 、 ア 
ラフ ァ に お いて ズ フ ル と アス ル を ジャ スウ *・ タ ク デ ィ ー ム (この 場合 は この 2 つの サラ ー 
を ズ フ ル の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと ) の 形 で 行い 、 ム ズ ダ リフ ァ に お いて は マグ リブ と 
イシ ャ ー を ジャ ムッ ゥ ・ タ アデ ヒ ー ル レル (この 場合 は この 2 つの サラ ー を イシ ャ ー の 時 間 帯 に ま 
の で 行う こる) め 形 で IT うこ と の ンチ デ で ま 









































信 旅行 中 の サラ ー ト ・ デ アル テ ジ ャ マー ア : 





旅行 者 は 可能 な 限り 、 サ ラー を サラ ー ト ・ ア ル テ ジ ャ マー ア で 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
も し そう する こと が 出来 な けれ ば 、 各 自 出来 る 範囲 の 形 に お いて サラ ー し ます 。 















































23 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1107)。 

24 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1112) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (704)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
25 真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1220)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (553) 。 文 章 は ア 
ブー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
26 訳者 注 :・「 ア ラフ ァ 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 9 、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 た ち が 赴 く こ と を 義務 付け られ 
て いる マッ カ 近 郊 の 台地 の こと 。 この 日 この 地 で アッ ラー を 念じ 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈 り 、 犯 し た 罪 の 攻 
し を を う 事 は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と いう 言葉 
が 示す 通り 、 ハ ッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 意味 合い を 持っ て いま す 。 

27 訳者 注 ・「 ム ズ ダ リフ ァ 」 と は 、 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 9 日 の 夜 を 過ごす こと に な っ て いる マッ カ 近 郊 の 場 
所 。 
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つま り 飛 行 機 や 船 や 電 























な ど に お いて も 本 来 立 っ て サラ ー す る の が 最善 で す が 、 そ れ が 
出来 な けれ ば 座っ て 行い ます 。 そ し て ルク ー ゥ や サジ ダ は 身振り で 行う よう に し 、 義 務 の 
サラ ー で あれ ば キ プ ブラ に 向かっ て 行い ます 。 























また 例え 1 人 で あっ た と し て も 、 ア ザー ン と イカ ー マ を 唱え る の は スン ナ で す 。 





@ 乗り 物 に 乗り な が ら の 任意 の サラ ー : 


乗り 物 に 乗り な が ら 任意 の サラ ー を する の は スン ナ で 、 特 に 木曜 日 の それ は 推奨 され て 
いま す 。 ま た 可能 な 限り キ ブ ラ に 向かっ て タク ビー ララ トッ ゥ ・ ア ル テ イ プイ フラ ー ム 28 す る の が ス 














ン ナ で す が 、 そ れ が 出来 な ( 


す 。 も し 起立 する の が 難し いよ う で あれ ば 、 座 位 姿 勢 の まま 頭 で ル クー ゥ や サジ ダ の 身 } 




















ナ けれ ば どの 方 向 に 向かっ て で も 良い の で 立ち な が ら サ ラー し 


7【T 























2⑳ 


りお し 78 が 上 生 う よう 記し ます 。 











@ 旅行 に は 午前 中 の 早い 時 間 帯 に 出発 する の が スン ナ で す 。 も し 可能 で あれ ば 木曜 日 に 出 














発 ず る こと が 望ま し く 、 





























出来 る 限り 単独 で は 旅行 し な いよ うに し ます 。 ま た も し 3 人 以 























上 で 旅行 する 場合 は 、 





王 山 





@ 定住 状態 で の ジャ ムッ : 


以下 に 挙げ る よう な 状態 ( 











傘 か 1 人 を リー ダー に 選び ます 。 


こ あ る 者 は 、 定 住 状 態 に ちあ っ て も ズ フ ル と アス ル 、 あ る い は マ 





クン お ンド の まとめ で 生 の の また で すず 


サラ ー を 各々 定刻 に 行う の が 困難 な 病 。 


























雨 夜 や 酷 寒 の 夜 。 
地面 の ぬか る み 。 
冷た い 強 風 。 
プス テディ ハー タ 29 
尿 失 禁 症 。 
























































ヨ ら の 生命 や 財産 の 危険 を 感じ る 場合 。 








3 一 危険 な 状態 に ある 者 


@ 義務 の サラ ー は その 重要 性 と 利益 ゆえ に いか な る 場合 に お いて も 免除 され る こと は あ 
り ま せん が 、 イ スラ ー ム は 寛容 さと 易 し さ の 教え で す 。 そ れ で も し ムスリム が アッ ラー 


の 道 に お いて 戦場 に あり 、 


























英 の 衣 撃 の 危険 が ある よう な 場合 に は 、 以 下 に 示す よう な 





様々 な 形 で 「 危 険 な 状態 に ある 場合 の サラ ー」 を 行い ます 。 














28 訳者 注 : サ ラー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 ア ッ ラ ー が 何より も 偉大 で あり 、 そ れ 以 
外 の 存在 は か れ な し で は 存在 する こと が 出来 な い 小 さ な 存在 で ある こと を 実感 する こと で 、 サ ラー 中 の 時 
怖 の 念 を 呼び 起こ し 、 ま た か れ 以 外 の 何 か に 心 を 囚われ る こと が な いよ うに し ます 。 

















29 訳者 注 : 月 経 に に る も の で は な い 、 出 血 の こ と 。 詳 しく は 「 タ ハー ラ 」 の 章 の 「⑨ 月 経 と 産 


の 項 を 参照 の こと 。 






































婦 の 出血 」 





ぐふ 
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⑯ 「 危 険 な 状態 に ある 場合 の サラ ー」 の 形 : 


1 一 敵 が キ ブ ラ の 方 向 に いる 場合 : 








イマ ー ム が タク ビー ル し 、 彼 に 追従 する 者 は その 後方 に 2 列 に 並び ます 。 そ し て イマ ー 








ム に 続い て 皆 揃っ て 
た ら 1 列 目 の 者 た ち 









































タク ビー ル し 、 皆 揃っ て ルク ー ゅ ゥ し ます 。 そ し て サジ ダ に 差し 掛か っ 
だ け イ マー ム と 共に サジ ダ し 、 彼 ら が 立ち 上 が っ た ら 2 列 目 の 者 た ち 









































が サジ ダ し ます 。 そし て 2 列 目 の 者 た ち が サ ジ ダ を 終え て 立ち 上 が っ た ら 、1 列 目 の 者 た ち 


と 2 列 目 の 者 た ち は 
行い 、 タ スリ ー ム は 









































場所 を 交代 し ます 。 こ の よう に し て 2 ラク ア 目 も 1 ラク ア 目 と 同様 に 


皆 捕っ て 行い ます 。 

















2 一 敵 が キ ブ ラ 以 外 の 方 向 に いる 場合 : 























① イマ ー ム が タク ビー ルレ し 、 2 つ に 分 けら れ た 集団 の 内 の 1 団 が 彼 と 共に サラ ー の 列 に 








並び ます 。 そし て 別 の 1 団 は 敵 の 方 向 に 向かっ て 立ち ます 。 イマ ー ム は 1 ラク ア 終 え 





























た ら 起 立 し た まま 静止 し 、 彼 と 共に サラ ー を し て いた 1 団 は その まま 自分 た ち で 2 ラ 








クア 目 を 完遂 し ます 。 その後 サ ラー を 終え た 1 団 は その 場 を 離れ 、 敵 の 方 向 に 向かっ 
て 立ち 、 今度 は 別 の 1 団 が や っ て 来 て イマ ー ム の 後ろ に 立ち ます 。 イマ ー ム は サラ ー 
を 再開 し 、 新しい 1 団 を 率い つつ 彼 に と っ て の 残り の 1 ラク ア を 完遂 し ます 。 但し そ 
の 際 タ スリ ー ム を せ ず に 座位 姿勢 の まま 静止 し 、 後 方 の 1 団 が 彼ら 自身 で 彼ら に と っ 
て の 2 ラク ア 目 を 終え る まで 待っ て 彼ら と 共に タス リー ム し ます 。 尚 彼 ら は サラ ー 中 
も 軽い 武器 を 装備 する よう に し 、 敵 に 対す る 警戒 を 怠ら な いよ うに し ます 。 
































































































































② ある い は イマ ー ム が 2 つ に 分 けら れ た 集団 の 内 の 1 団 と 共に 2 ラク ア を 行い 、 そ の 後 
その 1 団 は タス リー ム を し て その 場 を 離れ ます 。 イ マー ム は タス リー ム を せ ず に その 
場 に 残り 、 も う 1 団 が や っ て くる の を 待っ て 、 彼 ら を 率い て 更に 2 ラク ア 行 い 、 そ し 
で 彼ら と 甘 に タス リー ム し て サラ テー を 終え ます こう し て イマ ー ム の み 4 テク デ 行 9、 
それ 以外 の 全て の も の は 2 ラク ア 行 っ た こと に な る の で す 。 
















































































③ ある い は イマ ー ム が 2 つ に 分 けら れ た 集団 の 内 の 1 団 と 共に 2 ラク ア を 行い 、 彼 ら と 















































共に タス リー ム を し ます 。 それ か ら も 2 う 1 団 と 共に 再度 2 ラク ア 行 い 、 そ し て 役 ら と 
共に タス リー ム し ます 。 























(〈④⑥ ある い は 2 つ に 分 けら れ た 集団 は それ ぞ れ イマ ー ム と 共に 1 ラク ア だ け 行 い 、 イ マー 
ム だ けが 2 ラク ア を 完遂 し ます 。 イ マー ム 以 外 の 者 は 1 ラク ア し か 行っ て いま せん が 、 
2 ラク ア 目 は 後 で 補う 必要 が あり ませ ん 。 


尚 ここ に 挙げ た 全 


























て の 形 は 、 メ ネン ナ に よっ て 確定 され で いま す 。 
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3 一 戦闘 の 真っ 只 中 で 危険 が 非常 に 大 きい 場合 : 





徒歩 な り 乗り 物 に 乗っ た まま の 状態 な り で 、 キ ブラ ある い は それ 以外 の 方 向 に 向かい つ 
つ 、 ル クー ゥ と サジ ダ を 身振り で 行い な が ら 1 ラク ア の サラ ー を 行い ます 。 も し そう する 
こと も 叶わ な けれ ば 、 ア ッ ラ ー が その 戦闘 に 収拾 を 付け られ る その 時 まで サラ ー を 遅らせ 
ず 。 























ご ヴ 





7【T 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 られ まし た :- サラ ー を 遵守 せよ 。 そし て 中 間 の サラ ー30 を 。 
そし て (サラ ー に お いて ) アッ ラー に 対し 、 従 順 で や る の だ 。 ま た も し あな た 方 が 危険 な 
状態 に ある の な ら 、 徒 歩 で も 乗り 物 の 上 で も 構わ な い (の で 、 サ ラー を せよ )。 そ し て 安全 
に な っ た ら 、 ア ッ ラ ー が 以前 あな た 方 が 知ら な か っ た と ころ の も の を 教え て 下さ っ た よう 
に 、 か れ を ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) する の だ 。, (クルアーン 2 : 238 - 239) 





2- イ ブン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー は あ 
な た 方 の 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 口 を 通し て 、 定 住 状 態 に お いて 
は 4 ラク ア の 、 旅 行 中 に は 2 ラク ア の 、 そ し て 危険 な 状態 に ある 時 に は 1 ラク ア の サラ ー 
を 定め られ た の だ 。」( ム スリ ム の 伝承 31) 










































































但 マグ リブ の サラ ー の 場合 は 短縮 形 が な い の で 、 イ マー ム は 1 団 と 共に 最初 の 2 ラク ア を 、 
そし て 別 の 1 団 と 共に 残り の 1 ラク ア を 行い ます 。 









































30 訳者 注 :「 中 間 の サラ ー」 と は アス ル の 礼拝 で も る と いう 説 が 濃厚 と 言わ れ て いま す 。 
31 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (687)。 
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